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生活困窮者自立支援法施行を契機に、これまで以上に自治体による各種地域ニーズの調査と的確な把

握、把握した情報の分析から施策立案にいたるまでの能力が求められている。 
 

CCS は、福祉分野以外にもあらゆる制度に対応する、調査から施策立案までを一貫して行うことができる

システムである。本書では子どもの「発達期リスク」に焦点をあて、その活用手法を具体的に解説する。 
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